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きいて・めもして・こたえよう 小2　No.21

サケの　たまごの　はなし

なまえ

きくめあて 「そだつ　じゅんばん」を、ばんごうを　つけて　メモしま

しょう。

①

②

③

④
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サケの　たまごの　はなし 小2　No.21｜せつめい｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

サケが　どのように　そだつのか、じゅんばんに　せつめいします。

はじめは、赤い　たまごです。冬の　あいだ、川の　そこの　小いしの　中で　じっと　

して　います。

つぎに、たまごから　あかちゃんが　うまれます。おなかに　えいようの　入った　ふ

くろを　つけて　いて、しばらく　それを　食べて　そだちます。

そして、小さな　魚に　なると、川を　下って　海へ　行きます。海で　大きく　なっ

た　サケは、また　同じ　川に　もどって　きます。

めものれい

①赤い　たまご（川そこの　小いし・冬）

②あかちゃん（おなかの　ふくろを　食べる）

③小さな魚　→　川を下って　海へ

④大きくなって　同じ川に　もどる

こたえと かいせつ

（1）ア

「川の　そこの　小いしの　中で　じっと　して　います」と　いって　いま

した。

（2）おなかの　ふくろ（の　えいよう）

「おなかに　えいようの　入った　ふくろを　つけて　いて、しばらく　それ

を　食べて　そだちます」の　ところです。

（3）ア（海）

「川を　下って　海へ　行きます」と　いって　いました。
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